












































































































































































いることがさらに明らかである。 「心折 の現存する最初の用例は、江淹「別賦」 （ 『文選』巻十六）にある。こ 賦は主に旅による別離の諸相について述べ連ねたもので「心折」は、その結末近くで次のように用いられる。


























































































































の思いと関わって愛用したのが、 「心」 「折」なのである。それは、原典に基づきつつもやや意味を拡張して用いられている。一方、李商隠「曲江」詩の「心」 折 は、直接的に旅愁や別離の悲しみを表したものではない。これ「天荒地変」の動乱における思いを表している。だが、ここにも「心折」の本来の意味が含まれていると見られる。これを以下に述べる。　
杜甫が「地隅」詩で故郷を失った人物として王粲と屈原













































において同様に用いられている例が李嘉祐の詩にあることを指摘する（前出論文二八～九頁） 。李商隠の「曲江」詩の「傷春」の語も、まずはこれらの例と同様の意味を含み持つものとして解釈すべきである。それによって、この尾聯は次 ように できる。 「人間社会の様相が一変するほどの動乱は、心をくじけさせる。しかし、その動乱そのものより、こんな状況 中 もいつもと変わらず巡り来た春 景色から感じる悲 みのほうが、より深いのだ。 」　
以上に述べたように、 「曲江」詩の尾聯は杜甫詩との関





















これについて、吉川幸次郎は「しかく自然は非情な悠久さにある。それとともに人間の悲劇、またそれにそそがれる〔人生有情〕の涙も、はてしはない。 」 （ 『杜甫詩注』第三冊〔筑摩書房、一九七九〕二二八頁）とする。つまり、非情の自然と有情の人間の対比 理解する である。また、森野繁夫は「杜甫は『自然 悠久さ』を思いつつ、楊貴妃の悲劇のような悲しく辛いことが繰り返される、不安定な、脆い人間 世の中を嘆いて る。 」 （ 「杜甫『哀江頭』詩について」 〔安田女子大学中国文学研究会『中国学論集』三九号、二〇〇五〕四頁）とする。 は悠久不変の自然と不安定な人間の対比ととるものである。　
このように、ここでの自然と人間との関係のとらえ方は







これは、賊軍 占領された長 の様子 あ 。ここでは自然物は用いられず、人間社会の秩序が失われた状況のみが描かれる。
　
このような不安定な人間と安定した自然との対比は、杜








それ（人間中心主義…筆者注）とは対照的な、自分も自然の中の一物だとする認識は、政治的な挫折の中で育まれたものであり、政治に関わることを断念し、万物の生命の流 中に、みずからをも委ねようとするものであった（ うした姿勢のきざしは、前に挙げた曲江詩にも、すでに見えていた） 。 （九三頁）
　
このような自然に対する認識を表した初期の杜甫の詩と

































































一句だけでなく全体の構成も類似している。そのため、何焯の評は妥当だと思われる。しかし、その結びは大きく異なる。杜甫の「曲江」詩では、 「細推物理」という理性的な判断により「行楽」して自然 道理に身を任せることを選んだと言う。吉川幸次郎は「曲江」二首 ついて「あいは杜甫一生の詩 うちでも、最も頽唐 作か しれな
 
（40）
い。 」 （ 『杜甫詩注』 第五冊〔筑摩書房、一九八三〕 一六八頁）と評する。その詩においてさえ、理性を働かせて官僚の仕事と隠逸とを秤にかけるのが杜甫なのである。　
李商隠は、このような杜甫の発想には従わない。 「即日」
詩は、今の宴が終わってもさらに別の宴へ赴こうとして結ばれる。これは杜甫のよう 人間社会から自然 ほ へとしばし逃れるので なく、春景色の美しさへと完全に沈潜するものである。ただし、ここでの自然は人に安らぎを与えるものではない そ 、美が損なわれてゆくことによって、嘆き悲しま も ある。だからこそ、かえって春の美しさに執着せずに いられないのである。　
李商隠の「曲江」詩には春景色の描写はなく、全体が政

















訂重排本） 』 （中華書局、二〇〇四）とする。 「曲江」はその一四八頁。
（









































































23） （索）靖有先識遠量 知天下将乱 指洛陽宮門銅駝、歎曰、会見汝在荊棘中耳。…太安末、河間王顒挙兵向洛陽、拝靖使持節、監洛城諸軍事遊撃将軍、領雍秦凉義兵、与賊戦 大破之。靖亦被傷而卒。
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